
公益財団法人ソルト・サイエンス研究財団 

２０２6年度研究助成募集要項  

 

１．助成の趣旨 

日本では塩資源となる岩塩が乏しく、また、湿潤な気候のため海水を利用した天日製塩に適していま

せん。そのため、海水から良質な塩を安価に作る技術が発展してきました。これらの技術の改良や応用

は、製塩の効率化、そしてイノベーションを生み出す鍵となります。さらに、海には塩にとどまらず多く

の資源が存在します。海水を活用し、その豊かさを守る技術の開発は、持続可能な社会の基盤になると

考えています。また、塩の生体での生理作用や食品における機能への理解は、健康や食品技術の向上に

貢献します。これらの塩の新たな価値を探る研究は、私たちの生活をより豊かにすることにつながるも

のと考えています。 

ソルト・サイエンス研究財団は、これらの研究を支援し、日本の塩産業の発展と社会全体への貢献を

目指してまいります。 

 

２．助成の種類 

1） 一般公募研究 

助成期間： 2026年 4月 1日から2027年 3月31日 （1年間） 

分野： 理工学、医学、食品科学の3分野 

※ 分野別の助成対象研究課題を別紙１に示します。 

2） プロジェクト研究 

助成期間： 2026年 4月 1日から2029年 3月31日 （3年間） 

分野： 医学分野 

※ 詳細を別紙２に示します。 

 

３．助成件数及び助成金額 

区分 分野 件数 助成金額（1件当たり） 

 理工学 17 件程度 

1４０万円以下 
一般公募研究 医学 16 件程度 

 食品科学 10 件程度 

 （小計） 43 件程度 

プロジェクト研究 医学 5 件程度* 200万円以下 

合  計 48 件程度  

・研究助成金は、原則として研究者が所属する機関への寄附金として交付します。 

・研究助成金は、研究者及び共同研究者の人件費への充当は認めません。所属する機関の一般事務管理費等

の間接経費は原則として助成の対象外です。 

*他に継続中のプロジェクト研究があります（理工学分野5件、食品科学分野6件）。 

 



 

4. 論文投稿支援 

202６年度助成研究の成果に関する論文が、研究期間終了後3年が経過するまでに学術雑誌に掲載され

た場合には、1助成研究あたり上限10万円の助成を行います。この助成金は論文投稿掲載にかかる費用を

もとに算出します。申請方法等の詳細は、採択後に開示する「実施要領」をご覧ください。 

 

5．応募資格 

日本国内の大学、公的研究機関等で研究に携わる者（学生・研究生等を除きます）が対象となります。特に、

若手研究者、女性研究者の積極的な応募を期待します。 

 

＜留意事項＞ 

・財団からの助成回数に制限はありません。過去の助成回数にかかわらず応募が可能です。 

・一般公募研究は、3年間まで連続して助成を受けることができます。ただし、3年間連続助成を

受けた翌年1年間は一般公募への応募はできません。つまり、202３年度から3年間連続して一般公募研

究助成を受けた方は、今回一般公募研究への応募はできません。 

・プロジェクト研究は、上記の3年間連続で一般公募研究助成を受けた場合でも応募が可能です。 

・202４年度以前の助成での終了手続きが完了していない場合は応募できません。 

・同一研究室からの申請は助成の種類・分野に関わらずに1件に限ります。また、１研究者１申請となります。 

・応募資格等で不備のある申請は受理いたしません。 

 

6．応募方法 

応募要領にもとづき、オンラインによる申請とします。財団ウェブサイトより「マイページ」を作成し、応募してく

ださい。 

詳しくは財団ウェブサイト（URL: https://www.saltscience.or.jp）、並びに応募要領（ダウンロード）を

参照してください。 

 

7．応募期間 

2025年10月25日（土）～2025年11月25日（火） 
 

8．問い合わせ先 

公益財団法人ソルト・サイエンス研究財団 事務局 

〒105-0003  東京都港区西新橋3-5-2 西新橋第一法規ビル 8階 

Tel: 03-3497-5711，  

財団ウェブサイト問い合わせページ  https://www.saltscience.or.jp/others/contact.html 

 

9．選考結果の通知・公表 

財団の研究運営審議会による審査・選考を経て、理事会で決定し、202６年3月下旬に採否を応募者へ 

メールで通知します。採択した研究については、財団のウェブサイト等で公表します。 



 

10．採択された研究者の義務 

1）財団との間で研究助成に関わる覚書を交わし、これに基づいて研究を実施していただきます。 

2）研究助成開始時に、研究実施計画書等の書類を提出していただきます（202６年4月）。 

3)助成終了後、研究成果に関する書類のほか、会計報告書を提出していただきます（202７年5月）。 

4）財団が開催する一般公開の助成研究発表会で発表していただきます。必ず採択された研究者ご本人による

発表をお願いします（202６年度助成分については、202７年7月27日（火）に東京において開催）。 

５）助成研究に基づく成果は公表されることを原則とします。学術誌投稿での積極的な公表をお願いします。 

 

１1．個人情報の取り扱い 

この募集に関連して財団が取得する個人情報は、応募受付から選考、採否決定通知など、選考に関する 

一連の業務に必要な範囲に限定して利用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 応募数と採択実績 

助成年度 応募数 採択数 採択率 一般公募分野別採択率 

2023年度 183件 

61件 

（一般公募研究50件、 

プロジェクト研究11件） 

33％ 

理工学     30％ 

医学       21％ 

食品科学   46％ 

2024年度 206件 

61件 

（一般公募研究50件、 

プロジェクト研究11件） 

３０% 

理工学     33％ 

医学       22％ 

食品科学   23％ 

2025年度 220件 

61件 

（一般公募研究50件、 

プロジェクト研究11件） 

24% 

理工学     22％ 

医学       25％ 

食品科学   28％ 

 
  



別紙１  2026年度一般公募研究助成対象研究課題 

 申請の際には，申請研究の内容に該当する『課題番号』を入力してください。

 過去に採択された助成研究課題は財団ウェブサイトを参照してください。

 ここにある「塩類」とは、塩（塩化ナトリウム）をはじめとする海水に多く含まれる無機塩類を指します。

理工学分野 

（公募趣旨） 

製塩やそれに関わる技術を発展させる研究、海水の資源を利用する研究、持続的な環境保全に

繋がる研究、塩類の新たな価値を見出す研究が望まれます。 

（対象研究課題） 

課題番号 

R1 製塩プロセス(海水採取、濃縮、結晶化、乾燥、分析・保存など）の効率化に 

繋がる技術の開発 

R2 製塩技術(ろ過、電気透析、蒸発、晶析など）の応用による新規技術の開発 

R3 製塩設備への適用を可能とする腐食機構の解明・防食技術の開発 

R4 海水に含まれる有用資源の分析・分離回収・利用   

R5 海水に混在する環境汚染物質の分析・影響評価・除去  

R6 塩による土壌環境破壊の把握と対策 

R7 塩類の新たな機能・産業用途の探索 

R8 塩類の摂取量を評価する方法 （例：摂取量のモニタリングデバイスの開発） 

 医学分野 

（公募趣旨） 

長寿時代でのQuality of Life を高めるための塩類の健康に及ぼす影響・役割を明らかにする

研究、塩類の生理作用を明らかにする研究が望まれます。 

（対象研究課題）  

課題番号 

M1 塩類の摂取量変化が生体に及ぼす影響とその機序 
M2 体内塩類量を調節する機序  
M3 塩類が細胞・生体機能に果たす役割  
M4 塩類の摂取量を評価する方法 （例：摂取量の簡易評価法の開発） 

 食品科学分野 

（公募趣旨） 

食品生産における塩類の活用方法を探る研究、持続的に健康で豊かな食生活を送る上で役立つ

塩類の作用を明らかにする研究が望まれます。 

（対象研究課題） 

課題番号 

F1 食品の製造（加工・調理）・保存・流通などにおける塩類活用の探索 

F2 塩類摂取量と健康との関係解明に向けた集団を対象とする調査 

F3 栄養素となる塩類の働きとその生理的機序の解明 

F4 味覚・嗜好における塩類の受容や他の感覚との相互作用などの機序の解明 

F5 塩水利用による栽培や養殖など食品生産の探索 

F6 塩類の摂取量を評価する方法 （例：食品からの摂取量の簡便な推計法の開発） 



別紙２ 2026年度プロジェクト研究課題（医学分野） 

プロジェクト研究課題名：塩を感知する分子機構と脳における情報統合

塩（塩化ナトリウム: NaCl）は生命維持に不可欠な栄養素であり、体内でNaイオン(Na+)と塩化物イ

オン(Cl-)に分かれて様々な働きをする。いずれも細胞外液（血漿や間質液）の主要成分であり、浸透圧

の維持において主要な役割を果たしている。そして、水分を体内に保持する役割によって、循環血液の

量を維持し、血圧の調節に関与している。さらに、Na+は電位依存性Naチャネルによる膜電位制御によ

る筋収縮や神経情報伝達、Na依存性のトランスポーターによる栄養素の吸収・輸送や酸塩基平衡など、

組織・細胞レベルの生理機能において重要な役割を果たしている。また、Cl-も神経情報伝達の調節や

酸塩基平衡の制御に重要である。 

Na+やCl-の体内濃度を適切に維持するため、生体にはその濃度をモニターする仕組みが複数存在し、

その研究が進められてきた。例えば、体外から入ってくる塩については、舌における塩味の存在は古く

から知られてきたが、その詳しい分子機構にはまだ不明な点が多い。さらに、小腸から吸収された物質

が通る肝門脈におけるNa感知機構の存在が示唆されているが、消化管における感知機構の詳細、その

情報伝達経路についても不明である。一方、体内に取り込まれた塩については、脳や腎臓における感知

機構の存在が明らかになっているが、その詳細には不明な点も多い。また、それらの情報を脳において

統合し、体液浸透圧や血圧を維持する仕組みも、生命現象を理解する上で重要な課題となっている。そ

こで、健康寿命延長に貢献する「適切な塩分摂取」を目指す方法の提言を見据えて，生体がどのように

必要な塩量を感知し，それを摂取・吸収し，活用するのかを解明するため，以下の３つのサブテーマに関

する研究課題を募集する。全体で4～6研究課題を採択する予定である。 

（サブテーマ1） 体外塩濃度感知機構と情報伝達機構の解明

（サブテーマ2） 体内塩濃度感知機構と情報伝達機構の解明

（サブテーマ3） 脳における塩情報の統合及び情報に基づく生体制御機構の解明

概念図 



（サブテーマ１）体外塩濃度感知機構と情報伝達機構の解明

味蕾や消化管など体外における塩濃度の感知機構とその伝達機構を分子細胞メカニズムから解明する

ことをめざす研究、迷走神経や脊髄神経などを介した情報伝達機構の解明を目指す研究に期待する。 

（サブテーマ２）体内塩濃度感知機構と情報伝達機構の解明

脳や腎臓など体内に体内塩濃度の感知機構とその伝達機構を分子メカニズムから解明することをめざ

す研究、ホルモンや神経系を介した情報伝達機構の解明を目指す研究に期待する。 

（サブテーマ３）脳における塩情報の統合及び情報に基づく生体制御機構の解明

末梢や中枢における塩濃度の情報を統合し、その情報に基づいて、口渇や内分泌、塩欲求、血圧などの

生体機能を制御する中枢機構の解明を目指す研究に期待する。 

※プロジェクト研究では下記の各種会議への出席をお願いいたします。

第１年度 ・発足会議（２０２6年5月～6月頃） 

・中間報告会（2026年１2月～2027年２月頃）

第２年度 ・助成研究発表会 第１年度成果発表（２０２7年７月２８日） 

・中間報告会（２０２7年１2月～2028年２月頃）

第３年度 ・助成研究発表会 第２年度成果発表（２０２8年７月頃） 

第4年度 ・助成研究発表会 ３年まとめ成果発表（２０２9年７月頃） 

・総括検討会（２０２9年10月～11月頃）



（参考資料） 公益財団法人ソルト・サイエンス研究財団案内 

概 要 

人間の生命維持に不可欠であり、また各種工業用原材料として重要な役割を持つ「塩」につ

いて、様々な分野において研究を行っている大学・公的研究機関の研究者に対し、専門家で構

成される委員会による公正な審査・選考に基づき、助成金の交付を行っております。 

なお、得られた助成研究成果については、助成研究報告集の発行や助成研究発表会の開催

などにより公開しております。 

１．目的 

塩に関する研究の助成、塩に関する情報の収集及び調査研究等を行うことにより、我が国塩

産業の振興と基盤強化に寄与し、もって広く我が国経済・文化の進展と国民生活の充実に資す

ることを目的としています。 

２．事業 

前記の目的を達成するために、以下の事業を行います。 

（1）製塩技術に関する研究、塩の生理作用に関する研究、その他の塩に関する研究の助成

（2）塩に関する情報の収集及び調査研究

（3）塩に関する研究発表会、シンポジウム及び講演会の開催

（4）関係学会及び調査研究機関との協力・提携

（5）前各号の事業に附帯する事業、その他この法人の目的を達成するために必要な事業

３．沿革 

日本たばこ産業株式会社（塩専売事業勘定）ほか 21 団体の出捐により、財務省（当時は大

蔵省）所管の財団法人として、1988 年 3 月 30 日に設立されました。 

2009 年 11 月に公益法人改革三法に基づく移行認定を受け、同年 12 月 1 日より内閣府

所管の公益財団法人となりました。 
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